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に
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自
分
の
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デ
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五
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祭
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訪
れ
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す
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元
に
関
わ
る
活

動
が
で
き
、と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、
「あの日あのころ」掲載希望の方は、
広報広聴係まで申し込みください。
℡ 83-8100　FAX83-5896

令和 3年 9月 1日発行／通算 796 ／発行人 真岡市長 石坂真一 ／編集・総合政策部情報政策課広報広聴係
〒 321-4395 真岡市荒町 5191 ／ TEL 0285-83-8100 ／ FAX 0285-83-5896 ／ホームページ https://www.city.moka.lg.jp/

申し込みフォーム

人
口
と
世
帯
数

人 口 79,780 人（▲ 20人）
男：40,371 人（▲ 8人）/女：39,409 人（ ▲ 12人）

世 帯 32,117 世帯（ 29 世帯）
令和 3年 8月 1日現在、市民課調べ
（　）内は前月比。減少の場合のみ▲印を記載。住民基本
台帳と外国人登録（登録者数 3,469 人）をもとに算出。

 小林の

    椎
しいがい

貝 結
ゆ い な

南 ちゃん （3）

　いつも変顔をしてみん
なを笑顔にさせてくれる
ゆいな。時には「ゆい
ちゃんが守ってあげる
から大丈夫だよ！」と
やさしい一面も。これ
からもパパとママで成
長を見守ってるよ。　
　　　　（父・母より）

井頭公園HP

　井頭公園には、散歩の途中でつまめ
る軽食から、家族や友人とランチに出
掛けたいおしゃれなレストランまで、
さまざまなお食事処があり、メニュー
展開もとても豊富です。毎週土曜・日
曜日にはキッチンカーが出店し、井頭
公園の “食 ” がさらに充実しています。
　井頭公園を訪れて、あなたの “ おい
しい！ ”を見つけてみませんか。

問 井頭公園 
　 ℡83-3121

363 人目の笑顔さん



（3）広報もおか

公立保育所名 住　所 電　話 年　齢 開所時間
真岡保育所 台町 2823-1 82-2200

0 ～ 5 歳 7:30 ～ 19:00中村保育所 長田四丁目 7-3 82-4003
西田井保育所 西田井 1528-2 83-1043
物部保育所 物井 748-2 75-0305

私立保育園名 住　所 電　話 年　齢 開所時間
西真岡保育園 熊倉一丁目 14-3 84-1313

0 ～ 5 歳

7:00 ～ 20:00真岡めばえ保育園 八木岡 250-1 82-3955
萌丘東保育園 東郷 390 82-1437

7:00 ～ 19:00西真岡第二保育園 伊勢崎 438-1 80-1760
にのみや保育園 久下田西一丁目 1 73-2200

真岡あおぞら保育園 長田 1315-6 82-5347

真岡ふたば幼稚園・
いちごの杜保育園　
東大島 1081  
℡ 84-5151

【入園説明会】
　9/1（水）以降随時受付

牧が丘幼稚園
西高間木 515
℡ 84-2353

【入園説明会】
　9/1（水）10:00 から

せんだん幼稚園　
久下田 794　
℡ 74-0252

【入園説明会】
　9/1（水）10:00 から

にのみや認定こども園
久下田 1751　
℡ 74-3021

【入園説明会】
　9/1（水）、9/4（土）
　9:30 から

高ノ台幼稚園　
台町 2323-1  
℡ 82-2325

【入園説明会】
　9/3（金）10:30 から

真岡ひかり幼稚園　
寺内 75  
℡ 82-3982

【入園説明会】
　9/1（水）10:00 から

萌丘幼稚園　
熊倉町 4795-3　
℡ 84-2622

【入園説明会】
　9/1（水）、9/6（月）
　9:30 から

にしだ幼稚園
飯貝 178　
℡ 82-1174

【入園説明会】
　9/1（水）10:00 から

●保育所（園）…入所申込書類を保育課窓口へ提出　

入所申込書類取得や
詳細はこちら

●認定こども園…各施設へ直接申し込み ※詳細は各施設へ問い合わせください

▶▶申し込み受付期間 ： 10 月 1 日（金）～ 11 月 30 日（火）

●小規模保育施設…各施設へ直接申し込み ※詳細は各施設へ問い合わせください　

●家庭的保育施設…各施設へ直接申し込み ※詳細は施設へ問い合わせください

保育所ちびっこランド
イオンタウン真岡園
台町 2668　
℡ 81-3651

にじいろ保育園
上大田和 1313 
℡ 81-5022

スマイル保育園
熊倉三丁目 40-2　
℡ 81-3414

かあかんハウス
熊倉町 4834-7　℡ 080-4326-8415

※令和 3 年度現在、定員の 3 人に達しています。
　申し込み可能かどうかは受付時に確認ください。

▶▶申し込み受付期間 ： 9 月 1 日（水）から募集開始

▶▶申し込み受付期間 ： 10 月 1 日（金）から募集開始

※入所申込書類は保育課と二宮支所に設置しています。また、市 HP からも取得可能です。
※上記期間以降の申し込みも可能ですが、1 次選考終了後の 2 次選考の対象となります。
※出生前の申し込みについては、令和 4 年度中に育児休暇終了後、復職される方に限ります。

▶▶申し込み受付期間 ： 9 月 1 日（水）から募集開始

  問 保育課保育係
　　℡ 83-8035

令和 3年 9月号（2）

就労状況が月に 64 時間以上 120 時間未満
の場合は、1 日最大 8 時間利用可能

施設の利用時間は 2 種類あり、就労の状況により認定されます。

就労状況が、月に 120 時間以上の場合は、
1 日最大 11 時間利用可能

●保育短時間 ●保育標準時間

※小規模保育施設と家庭的保育施設は、家庭的な雰囲気のもと保育を実施し、卒園後は連携施設や
　保育施設の利用が可能です。

就労等のために日中家庭で保育する
ことができない保護者に代わり、0 歳
から小学校就学前の
お子さまの保育を行
う施設

●保育所（園） 

幼稚園と保育園の機能や特長を併せ持ち、教
育と保育を一体的に行う施設

●認定こども園 

★ 3 歳以上は、保育認定の要件に該当しなくなっ
　た場合でも、幼稚園部分への認定変更を行えば
　継続して利用することが可能

少人数（6 ～ 19 人）で、0 ～ 2 歳
のお子さまの保育を行う施設

●小規模保育施設 
少人数（1 ～ 3 人）で、0 ～ 2 歳
のお子さまの保育を行う施設

●家庭的保育施設

① 仕事をしている方（1 カ月 64 時間以上の就労）
② 妊娠・出産の前後で保育ができない方
　（利用期限あり）
③ 保護者が病気や障がいを有している場合
④ 同居の親族を常時介護または看護している方

利用するためには、下記いずれかの要件に該当する必要があります。

利用要件一
覧

⑤ 就学中の方
⑥ 災害復旧にあたっている方
⑦ 虐待・DV の恐れがある場合
⑧ 求職活動を継続的に行っている方
　（短時間認定のみ、利用期限あり）

※要件を満たしていても、施設の定員等により入所できない場合や希望する施設を利用できない場合があります。
※面接・健康診断等の結果により、集団での保育が難しい児童については受け入れできない場合があります。



令和 3年 9月号（4）

　市では、7月末までに住民登録の
ある 12 歳以上の方へ接種券（クー
ポン券）を送付しました。希望する
方は、無料で接種できますので、予
約をお願いします。なお、ワクチン
接種は強制ではありません。ワクチ
ン接種には、本人の同意が必要とな
ります。

【注意事項】
♦16 歳未満の方が接種する場合は、保護者の同伴が必要です。
♦これから 12 歳の誕生日を迎える方は、誕生月の翌月に接種券を送付します。
♦基礎疾患のある方は、かかりつけ医に相談の上、予約ください。

紛失した方は、電話または窓口にて再発行の手続きを行
います。健康増進課窓口または真岡市ワクチン接種予約
相談センター（℡ 83-8080）へ問い合わせください。

問 真岡市ワクチン接種予約相談センター
　 ℡ 83-8080　全日（土日祝含む） 午前 8 時 30 分～午後 5 時

真岡市

市民

個別接種
（各医療機関）
または
集団接種

接種券送付

予約をする

【制度・施策に関すること】
厚生労働省：新型コロナワクチン接種コールセンター
℡ 0120-761-770
全日（土日祝含む）午前 9 時～午後 9 時

【副反応等の専門的な相談】
栃木県：受診・ワクチン相談センター
℡ 0570-052-092
全日（土日祝含む）24 時間対応

新型コロナワクチン接種コールセンター

聴覚に障害がある方や電話をお持ち
でない方は、申込ハガキにより予約
ください。

希望する方法を 1 つお選びください。二重予約はできません。

ＷＥＢ予約 電話予約

個別接種
（各医療機関）

WEB 予約専用サイトから
申し込みください

集団接種
真岡市ワクチン接種
予約相談センターへ

℡ 83-8080

【申込ハガキお渡し場所】
　市役所 1 階：健康増進課
　　　　　　　社会福祉課
　　　　 4 階：ワクチン接種推進係
　二宮支所窓口

ワクチン接種全般に
ついての相談は下記
へ問い合わせください。

【接種券の再発行など各種申請受付】
市役所 1 階　健康増進課窓口

【外国人の方の相談窓口】
市役所 2 階　くらし安全課 国際交流係

新型コロナワクチン接種の対応窓口

ワクチン接種
予約の流れ

接種券（クーポン券）

真岡市ホームページ

※ WEB 予約を実施
していない医療
機関もあります。

こちらから一覧を
ご確認ください。

12 ～ 64 歳用 65 歳以上の方用

予約方法

（5）広報もおか

　高齢者の実態に応じた見守り・支援を行
うため、毎年 9月ごろに、担当地区の民生
委員を通して、対象者の方へ調査を実施し
ています。
♦対象者
令和 4 年度中に 65 歳以上になる方で、
実際の生活状況がひとり暮らしの高齢者
および高齢の方のみの世帯
♦調査方法
　担当民生委員が訪問し、調査を依頼
♦調査内容
住所、氏名、生年月日、電話番号、緊連絡先、
車の所有の有無等

問 いきいき高齢課高齢者福祉係　℡ 83-8195

♦対象者
　65歳以上のひとり暮らしの方で、介護保険サー
ビス、緊急通報システムおよび社会福祉協議会
が実施する配食サービスを利用していない方
♦内容
　週に 1回、電話で安否確認
♦申込方法
　下記へ連絡

　人生 100 年時代といわれる現在、誰もが健康で安心して、生きがいのある
生活を送ることができる健康長寿社会を築くことが重要です。
　今回は、市が行っている高齢者関連の事業を紹介します。

♦対象者
　65歳以上のひとり暮らしの方および高齢者のみ
の世帯
♦内容
　「医療情報」や「薬剤情報」、「緊急連絡先」など
の情報を記入した用紙を入れ、急病
や災害等の緊急時に備える
♦申込方法
　下記へ連絡

　市では、敬老の日（9月 20 日）
に合わせて、ご長寿を迎えられた
方にお祝いを贈呈します。
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こころのダイヤル 専門相談員による電話相談 ℡ 028-673-8341
いのちの電話 24 時間対応の電話相談 ℡ 028-643-7830

県東健康福祉センター 自分自身や誰かを傷つける恐れがある場合など ℡ 83-2138
市社会福祉課 相談先が分からない・こころの不調があるときなど ℡ 82-8129

　昨年は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、11年ぶりに全国の自殺者数が増加しました。
自殺問題は人ごとではなくなっています。市でも、残念ながら毎年 10人前後の方が、自殺によ
り大切な命を失っています。この機会に、命の大切さについて考えてみましょう。

　自分や親しい人の普段の様子を知っておくことで、SOSサインに気づくことができます。

◆と　き：10 月 12 日（火）午後 2 時～ 3 時 30 分　
◆ところ：市民“ いちご ”ホール　小ホール
◆内　容：ゲートキーパーの役割と自殺予防
◆申　込：10 月 5 日（火）までに右記へ事前申し込み

　ゲートキーパーとは、こころの SOSサインに気づき、声を掛け、適切な対応ができる
人のことを指します。市では、ゲートキーパーに関する講座を実施しますので、この機会
にぜひ参加ください。

問 社会福祉課障がい福祉係
 　℡ 83-8129　　　　

  “夏休み小学生プログラミング体験教室”が開催され、
市内の小学 6年生20人が参加しました。真岡工業高
校の先生と生徒が講師を務め、1日目は、はんだごて
を使ってタイマー回路作りを体験し、2日目は、ロボッ
トを動かすプログラミングを教わりました。子どもた
ちにとって、学びの多い充実した 2 日間となりました。

　「御菓子司 紅
べ に や み や け

谷三宅」の三宅正晃さんと三宅正
さんを講師に“プロに学ぶ和菓子作り”が行われ、
桔
き き ょ う

梗、酔
す い ふ よ う

芙蓉、青
あ お か え で

楓、水
み ず ど り

鳥の 4 種の練り切りを作
りました。参加者は、アドバイスを受けながら「触っ
た分賞味期限が短くなってしまう」という、繊細
な和菓子作りの世界に真剣に取り組んでいました。

　真岡市出身の競泳・水沼尚輝選手
が、東京 2020 オリンピックに日本
代表として出場 しました。
　100m バタフライでは準決勝に進
出し、惜しくも決勝を逃しましたが、
男子 4×100m メドレーリレーでは
第 3 泳者として決勝へ進みました。
応援する会のテレビ観戦が行われ、
地元住民や学校関係者らが泳ぎを見
守りました。決勝では、順位を 1 つ
上げる会心の泳ぎを見せ、日本新記
録となる 3 分 29 秒 91 のタイムで 6
位入賞を果たしました。

（7）広報もおか



令和 3年 9月号（8）

市
Ｈ
Ｐ
ア
ク
セ
ス
の
増
加

　

主
要
項
目「
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
」

に
お
け
る
情
報
提
供
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
、

利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
ほ
か
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と

の
連
携
な
ど
を
強
化
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
ア
ク
セ
ス
件
数
は
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

問 行政改革大綱については 総務課総務文書係℡ 83-8106
　 再配置計画については 財政課管財係℡ 83-8103

㈱ケイミックスパブリックビジネスが管理
運営している真岡市公民館・市民会館

実施計画73項目の進捗度（目標に対する達成の割合）別内訳
　　　　　　　　　自己評価
　主要項目

Ａ達成
100％以上

Ｂ順調
70-99％

Ｃやや遅れ
50-69％

Ｄ遅れ
50％未満

Ｅその他
中止など

計

市民協働のまちづくりの推進 0 8 2 3 0 13
開かれた市政の推進 4 1 0 0 0 5
事務事業の効率化 13 8 1 0 0 22
組織の適正化と人材の育成・強化 3 2 0 0 0 5
電子自治体の推進 5 3 0 0 　1※ 9
健全な財政運営 6 9 2 2 0 19

合計 31 31 5 5 1 73
※ケーブルテレビ事業を民間主体のIRU契約に移行したため「情報通信基盤設備の活用」を中止とした

　

平
成
27
年
度
か
ら
６
年
間
を
推
進
期
間
と
す
る
「
第
６
次
真
岡
市
行
政
改
革

大
綱
」
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
、
最
終
年
度
に
あ
た
る
令
和
２
年
度
の
取
り
組

み
状
況
と
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
会
館
等
を
民
間
委
託

　

主
要
項
目
「
事
務
事
業
の
効
率
化
」

に
お
け
る
民
間
委
託
等
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
真
岡
市

民
会
館（
市
民“

い
ち
ご”

ホ
ー
ル
）、
市

公
民
館
、
青
年
女
性
会
館
に
指
定
管

理
者
制
度
を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。

　

契
約
期
間
は
令
和
７
年
３
月
ま
で

の
５
年
間
で
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
な
が
ら
３
施
設
を
一
体
的
に

管
理
す
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
縮
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。

人
事
評
価
に
新
シ
ス
テ
ム

　

主
要
項
目
「
組
織
の
適
正
化
と
人
材

の
育
成
・
強
化
」
に
つ
い
て
は
、
人

材
育
成
を
主
眼
と
し
て
、
主
体
的
な

能
力
開
発
や
職
務
遂
行
を
促
す
た
め

の
新
た
な
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
を
確

立
し
ま
し
た
。

　

職
員
は
各
自
の
職
務
職
責
に
応
じ

て
適
切
な
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目

標
を
自
主
的
に
管
理
し
ま
す
。
ま
た
、

管
理
者
と
の
評
価
面
談
を
通
じ
て
人

材
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

年２回以上実施される管理者との評価面談

電
子
自
治
体
の
推
進
強
化

　

主
要
項
目
「
電
子
自
治
体
の
推
進
」

に
つ
い
て
は
、
情
報
格
差
の
解
消
と
個

人
情
報
の
保
護
に
努
め
な
が
ら
、
高

度
情
報
通
信
技
術
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

　電子自治体の推進に係る主な取り組み
実施計画 内容

入札事務
電子化

建設関連業務委託の指名競争入
札について電子閲覧を導入し、
入札事務の効率化を図った。

緊急通報
システム運用

一人暮らし高齢者等を対象として、緊急事態の際に熱センサー
やボタン一つで警備会社へ通報できる装置を貸与しており、令
和３年３月末までに目標を超える467台を設置した。

学校教育支援
システム構築

成績や生徒指導の記録を一元的に管理できる校務支援システム
を導入し、学校事務の共通化・効率化を図った。

行
政
資
源
の
有
効
活
用

　

主
要
項
目
「
健
全
な
財
政
運
営
」
に

お
け
る
行
政
資
源
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
は
、
利
用
す
る
見
込
み
の
な
い
市

有
地
の
売
却
を
進
め
て
い
ま
す
。

未利用市有地の売却実績
売却年度 所在（面積） 売却価格

平成
30年度

久下田西地内
（303.28㎡） 509 万円

令和
元年度

熊倉町地内
（439.24㎡） 813 万円

令和
2年度

久下田西地内
（301.26㎡） 650 万円

熊倉町地内
（439.24㎡） 773 万円

 

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
あ
り
方

　

市
内
に
は
昭
和
40
年
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
整
備
し
た
公
共

施
設
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
今
後
の
方
針
は
「
大
規
模
修
繕
に
よ

る
長
寿
命
化
」「
建
て
替
え
」「
移
転
・
統
合
」「
別
用
途
で
活
用
」

「
廃
止
・
除
却
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
本
市
で
は
、
各
施
設
の

今
後
の
あ
り
方
を
示
す
「
真
岡
市
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」
を

平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
そ
の
計
画

の
見
直
し
年
度
と
な
り
ま
す
。
現
在
の
社
会
情
勢
や
住
民
ニ
ー

ズ
等
を
踏
ま
え
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

緊急通報システム

売却を進めている並木町団地跡地

←行政改革大綱

公共施設マネジメント→

建て替えが予定されている第一学校
給食センター (鉄筋コン造・築43年)

情報センターから子ども広場に用途替
えした真岡駅舎内（鉄骨造・築25年）

新庁舎周辺に整備される複合交流拠点への移転・複合化が予定されている田町の
第一子育て支援センター（写真左／木造・築41年）と図書館（鉄筋コン造・築40年）

芳賀広域やひまわり園などを集約した旧コン
ピュータ・カレッジ（鉄筋コン造・築 32 年）

福祉施設や地域体育館として活用されてい
る旧長沼北小学校（鉄筋コン造・築 35年）

市ホームページ（トップ）アクセス件数

年間
2,652,636

件

年間
2,750,444

件

年間
2,996,990

件

年間
4,122,671

件

1日
7,267 人

1日
7,535 人

1日
8,210 人

1日
11,264 人

H29　　　　H30　　　　　R1　　　　 R2（年度）

（9）広報もおか



（11）広報もおか

世界アルツハイマー月間

　アルツハイマーは、認知症の原因疾患の一つです。
　認知症とは、脳の働きに不都合が生じ、障がいが起こり、
生活する上で支障が起こる状態のことをいいます。
　厚生労働省の発表では、2025 年には、65歳以上の 5人
に 1人が認知症になるといわれています。また「若年性認
知症」という 65 歳未満で発症する認知症もあり、認知症
は高齢者だけの病気ではありません。
　認知症は、早期発見・早期受診・早期診断・早期治療が
大切です。「認知症かも？」と感じたら、かかりつけ医また
は地域包括支援センターへ相談ください。

　認知症サポーターとは、認知症について正しく学び、認知症の人やその家族を温かく
見守る応援者です。この講座では、認知症を正しく理解し、誰もが安心して暮らせる地
域づくりを目指しています。講座は、毎月定期開催しているほか、出前講座も行ってい
ます。詳しくは地域包括支援センターへ問い合わせください。

問 ◆真岡・大内・山前地区にお住まいの方
　 　地域包括支援センターもおか（いきいき高齢課内）　  
　　 ℡ 83-8132
　 ◆中村・二宮地区にお住まいの方
　　 地域包括支援センターにのみや（二宮コミュニティセンター内）
　 　℡ 74-5139

認知症や介護のご相談
は、地域包括支援セン
ターへ気軽にご連絡く
ださい。

♦あおぞらカフェ
　日時：毎月第 4月曜日　午前 10時～ 11時
　場所：市役所 2階青空ステーション
♦にのみやカフェ
　日時：毎月第 3木曜日　午前 10時～ 11時
　場所：二宮コミュニティセンター
※詳しくは「Weekly Newsもおか」を確認ください。

　真岡市立図書館と真岡市立二宮図書館
では、認知症コーナーを設けています。
認知症に関する体験記や絵本、チラシな
どを置いていますので、この機会にぜひ
理解を深めましょう。
【期間】10月 3日（日）まで

▲あおぞらカフェの様子

　認知症の人やその家族が集まり、話を
したり情報交換をしたりして、ほっとす
る時間を共有しています。どなたでも参
加できます。気軽にお越しください。

▲認知症コーナー



令和 3年 9月号（12）

市政ニュース市政ニュース

　

７
月
15
日
（
木
）、
令
和
3
年
度
真
岡
市
優
良
建

設
工
事
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
前
年
度
に
完
成
し
た
建
設
工
事

の
う
ち
、
優
秀
な
成
績
で
施
工
し
た
会
社
を
対
象

と
し
て
お
り
、
今
年
度
は
次
の
会
社
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

※
カ
ッ
コ
内
は
代
表
取
締
役
氏
名
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

土
木
工
事
部
門

◆ 

株
式
会
社
和
興
建
設

（
横
松 

和
美
）

◆ 

大
関
建
設
株
式
会
社

（
大
関 

好
男
）

◆ 

松
本
建
設
株
式
会
社

（
松
本 

敬
介
）

建
築
工
事
部
門

◆ 

剋
真
建
設
株
式
会
社

（
小
林 

克
男
）

◆ 

松
本
建
設
株
式
会
社

（
松
本 

敬
介
）

◆ 

日
光
建
設
株
式
会
社

（
舘
野 

育
大
）

電
気
工
事
部
門

◆ 

有
限
会
社
栄
真
電
気

（
稲
見 

誠
次
）

管
工
事
部
門

◆ 

株
式
会
社
扶
桑

　
（
近
藤 

幸
光
）

（
近
藤 

幸
光
）

◆ 

ウ
エ
ノ
工
業
株
式
会
社

　
（
上
野 

良
夫
）

（
上
野 

良
夫
）

舗
装
工
事
部
門

◆ 

剋
真
建
設
株
式
会
社

　
（
小
林 

克
男
）

（
小
林 

克
男
）

◆ 

松
本
建
設
株
式
会
社

　
（
松
本 

敬
介
）

（
松
本 

敬
介
）

◆ 

有
限
会
社
松
本
工
務
店

　
（
松
本 

友
一
）

（
松
本 

友
一
）

▲表彰された皆さま

　

７
月
15
日
（
木
）、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
芸
術
な
ど

の
分
野
で
、
特
に
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
方
に
対
し
て
、

市
長
賞
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

◆
第
37
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　

栃
木
県
予
選
会　

６
年
男
子
100
ｍ　

優
勝

　

村
井　

琉
駕
（
西
田
井
小
６
年
）

◆
第
74
回
栃
木
県
理
科
研
究
中
央
展
覧
会
並
び
に
発
表
会

　

最
優
秀
賞

　

中
里　

光
李
（
西
田
井
小
２
年
）

◆
第
32
回
読
書
感
想
画
栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
秀
賞

　

椿　

拓
也
（
中
村
小
４
年
）

◆
第
28
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
糸
東
会
栃
木
県
選
手
権
大
会

　

組
手　

小
学
４
年
男
子　

優
勝

　

小
池　

将
人
（
中
村
小
４
年
）

◆
第
28
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
糸
東
会
栃
木
県
選
手
権
大
会

　

組
手　

小
学
２
年
女
子　

優
勝

　

髙
山　

栞
奈
（
中
村
小
２
年
）

◆
第
37
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

　

栃
木
県
予
選
会　

男
子
コ
ン
バ
イ
ン
ド
Ａ　

優
勝

　

遠
藤　

凛
生
（
久
下
田
小
６
年
）

◆
第
74
回
栃
木
県
理
科
研
究
中
央
展
覧
会
並
び
に
発
表
会

　

最
優
秀
賞

　

海
老
原　

未
爽
希
（
久
下
田
小
６
年
）

　

泉
田　

実
優
（
久
下
田
小
６
年
）

　

小
林　

愛
莉
（
久
下
田
小
６
年
）

◆
第
17
回
栃
木
県
中
学
校
春
季
体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会

　

１
年
女
子
800
ｍ　

１
位

　

長
島　

彩
音
（
真
岡
中
１
年
）

◆
日
本
空
手
協
会
栃
木
県
本
部　

第
48
回
栃
木
県
大
会

　

中
学
生
女
子　

形　

優
勝

　

油
原　

美
夢
（
真
岡
東
中
３
年
）

◆
第
74
回
栃
木
県
理
科
研
究
中
央
展
覧
会
並
び
に
発
表
会

　

最
優
秀
賞

　

柳　

大
河
（
真
岡
東
中
１
年
）

◆
第
７
回
栃
木
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯
大
会

　

優
勝

　

鳥
越　

秀
勝
（
一
般
）

◆
第
22
回
ジ
ャ
パ
ン
ク
ラ
シ
ッ
ク
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選
手
権
大
会

　

ジ
ュ
ニ
ア
男
子
105
㎏
級　

第
１
位

　

高
橋　

勇
二
（
専
門
学
校
生
）

▲表彰された皆さま

（13）広報もおか

　

７
月
10
日
（
土
）、
市
役
所
２
階
青
空
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
真
岡
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ま
ち
を
つ

く
ろ
う
」
の
第
４
回
と
し
て
、
企
画
提
案
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
生
10
人
、
社
会
人
10

人
の
20
人
で
、
市
役
所
周
辺
地
区
や
久
下
田
地
区
の

中
心
市
街
地
に
あ
る
公
共
空
間
を
活
用
し
、
ま
ち
づ

く
り
実
験
を
行
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
実
験
に
は
、
二
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
金
鈴
荘
な
ど
の
５
箇
所
が
選
ば
れ
、
既
に
利

用
時
間
を
延
長
す
る
実
験
を
行
っ
て
い
る
青
空
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
て
、
今
後
、
各
チ
ー
ム
が
、
子

ど
も
の
遊
び
場
や
青
空
図
書
館
、
野
外
映
画
会
な
ど

の
実
験
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

発
表
終
了
後
、
石
坂
市
長
は
「
夢
が
形
に
な
り
、

形
が
動
き
出
す
取
り
組
み
に
な
る
と
思
う
。
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
（
金
）、
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
で
「
も

お
か
市
合
同
就
職
面
接
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
面
接
会
は
、
市
内
の
企
業
で
働
く
人
材
の
確

保
と
、
市
内
で
就
職
を
希
望
す
る
方
へ
の
支
援
を
目

的
と
し
て
お
り
、
今
回
が
６
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
21
社
の
地
元
企
業
の

人
事
担
当
者
と
、
19
人
の
求
職
者

が
集
ま
り
、
合
計
32
件
の
面
接
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
が
取
ら
れ
る
中
で
の

面
接
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
お
互

い
に
自
ら
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
実

り
の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
14
日
（
水
）、
Ｊ
Ａ
は
が
野
二
宮
地
区
女
性
会

前
会
長
の
猪
野
正
子
さ
ん
、
Ｊ
Ａ
は
が
野
真
岡
地
区

女
性
会
前
会
長
の
堀
澤
綾
子
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、

市
内
の
小
学
校
14
校
に
「
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
る
た
」30
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

カ
ル
タ
に
は
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な

社
会
を
つ
く
る
た
め
の

17
の
目
標
が
、
カ
ー
ド

毎
に
小
さ
な
マ
ー
ク
で

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

猪
野
前
会
長
は
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
だ

け
で
な
く
「
食
」「
農
」

「
く
ら
し
」
生
活
す
べ
て

が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

問　

環
境
課
環
境
保
全
係　

℡
８
３ 

・
８
１
２
５

◆
無
責
任
な
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

飼
う
場
合
は
、
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◆
猫
は
室
内
飼
い
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

鳴
き
声
や
フ
ン
に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
交
通

事
故
や
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

◆
フ
ン
の
処
理
を
適
切
に

　

フ
ン
・
尿
を
さ
れ
て
困
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。
犬
が
散

歩
中
に
フ
ン
を
し
た
と
き
は
、
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

猫
は
室
内
に
専
用
ト
イ
レ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に

　

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
室
内
犬
も
同
様
で
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
屋
内
型
子
ど
も
広

場
、
図
書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
複
合

交
流
拠
点
に
つ
い
て
、
施
設
の
整
備
運
営
を
担
う
民

間
事
業
者
を
選
定
す
る
た
め
、
７
月
26
日
（
月
）、
市

役
所
本
庁
舎
に
お
い
て
第
２
回
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
、
第
３
回
委
員
会
に
お
い
て
優
先
交

渉
権
者
を
選
定
し
、
発
表
は
９
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
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ご相談は、
消費生活センター
（真岡市役所 2 階
くらし安全課内）
毎週 月～金曜日
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

℡ 8
ハナシテナヤミナシ

4-7830
相談料無料

「
送
り
付
け
商
法
」
対
策
へ

悩
む
時
は
受
け
取
り
保
留
を

　

注
文
し
た
覚
え
の
な
い
海
産

物
等
が
高
齢
者
宛
て
に
届
い
た

と
い
っ
た
「
送
り
付
け

商
法
」
に
関
す
る
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
７
月
に
消
費
者
保

護
を
目
的
と
し
た
特
定
商
取
引

法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
消
費
者
は
売
買
契
約
に
基

づ
か
ず
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ

た
商
品
を
、
直
ち
に
処
分
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

注
文
や
契
約
を
し
て
い
な
い

商
品
が
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ

た
場
合
、
消
費
者
が
受
け
取
っ
た

だ
け
で
は
購
入
を
承
諾
し
た
こ

と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
売
買
契
約

は
成
立
し
て
い
な
い
た
め
、
商
品

の
開
封
や
処
分
を
し
て
も
、
代
金

を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

離
れ
た
家
族
等
に
必
ず
確
認
を

　

誕
生
日
な
ど
が
近
い
場
合
、
離

れ
た
家
族
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
通

販
で
は
、
依
頼
主
の
名
前
が
送
り

状
に
記
載
さ
れ
ず
、
送
り
主
か
ら

も
連
絡
が
な
い
状
態
で
届
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
「
ネ
ッ
ト
通
販
の
定
期

購
入
で
は
な
い
か
」
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
場
合
、
受
取
拒
否

を
し
て
も
解
約
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

注
文
し
た
覚
え
の
な
い
商
品
が

届
き
、
受
け
取
る
べ
き
か
判
断
で

き
な
い
場
合
や
、
代
金
引
換
の
場

合
は
、
配
送
業
者
に
事
情
を
説
明

し
、
受
け
取
り
を
保
留
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
次
の
こ
と
を
実
行

し
ま
し
ょ
う
。

①
送
り
状
の
記
載
内
容

　
（
送
り
主
・
連
絡
先
）

　

を
記
録
す
る
。

②
開
封
し
た
場
合
は
商
品
等
を
撮

　

影
し
、
い
つ
・
ど
の
よ
う
な
状

　

態
で
届
い
た
か
を
記
録
す
る
。

③
代
金
引
換
で
届
い
た
場
合
は
、

　

支
払
う
前
に
、
注
文
し
た
か
ど

　

う
か
を
家
族
に
確
認
す
る
。

※
① 

現
在
の
東
沼
・
横
田
・
物
井
地
区

※
② 

１
石
は
、
大
人
一
人
が
１
年
間
に
食
す
米
の
量
で
、
約
１
０
０
０
合

※
③ 

当
時
、
土
地
の
評
価
を
米
の
収
穫
量
で
表
し
て
い
た

特
定
商
取
引
法
が

　
　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

送り主
●●●●
電話
〇☆ - ××◇〇

明治 44 年ごろの陣屋内の様子。尊徳が足を
洗っていたという足洗池と、右奥に稲荷・八幡
宮の社が見える。　　　　　（『櫻町治蹟』より）

尊徳が執務した役所建物は、修繕を重ね現在
は真岡市で管理している。

問 社会福祉協議会　℡ 82-8844

7 月に寄付をしてくださった方 （々敬称略・順不同）
ありがとうございました。

善意銀行
真岡市退職公務員会･････････････タオル324本
株式会社セブン-イレブン･ジャパン･･･食品 / 雑貨
JA はが野 真岡地区、二宮地区女性会 ･･････ 食品

明治安田生命真岡営業部 ･････････ タオル 103 本
匿　名 ･････････････････････････ 食品 / マスク

　SDGs（Sustainable Development Goals）
は、2015 年の国連サミットで採択された、地
球全体で取り組む国際目標のことです。2016
年から2030年を達成年限とし、地球上の「誰
一人取り残さない」持続可能な社会の実現を
目指し、17 のゴール（目標）と 169 のターゲッ
ト（具体的な指標）から構成されています。

無駄な印刷をしない
など、紙の使用量を
削減することは、森
林の保護につながり
ます。

地産地消は地域の支
援につながるだけで
なく、輸送・移動にか
かる環境負荷も軽減
できます。

近くの買い物には車
を使わない。環境に
良いだけでなく、健
康づくりにも役立ち
ます。

問 総合政策課総合政策係　℡ 83-8102

出展 : ストックホルムレジリエンスセンター

　持続可能な世界を実現するためには、地球の
自然や環境がベースとして重要です。その上に、
私たちの暮らしや社会があり、経済活動が成り
立っています。地球環境を守ることが、これか
らの社会・経済の発展につながります。
　日々の暮らしの中には、少し見直すだけで、
目標達成に貢献できる行動がたくさんありま
す。結果が目に見えるのは、遠い先になるか
もしれませんが、子どもたちや次の世代が暮
らしやすい世界を残すために、一人一人がで
きることから始めていくことが大切です。

環境 社会 経済

（15）広報もおか
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